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２－３受注管理 

 

    ＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅの受注管理では、得意先から提供される注文情報を受注マスターで維持管理します。 

   受注マスターでは、注文情報の得意先や受注品目、受注単価を管理する受注情報と 

明細毎の納期・数量を管理する受注明細情報の２種類を管理します。 

   得意先から購買計画情報（内示情報）が提供される場合は、受注見込マスターで 

その内容を維持管理します。 

   この受注見込マスタ－も２種類（受注見込、受注見込明細）で管理します。 

 

   これらの受注情報は、生産計画立案時の需要（得意先情報）として扱われ、 

    生産計画処理から所要量計算処理へ引き継がれます。 

   また、出荷管理、及び、売上管理へと連動した情報管理がなされます。 

 

※受注管理は、受注品目（得意先品目と表現）か自社品目（又は品目）で、 

画面・帳票類に表現されます。 

 

   受注管理には、下記の１６個の機能があります。 

●受注登録 

    ●受注一括登録 

    ●受注一覧 

    ●受注見込登録 

    ●受注見込一括登録 

    ●受注見込一覧 

    ●得意先品目変換登録 

    ●得意先品目変換一覧 

    ●得意先品目変換一括登録 

    ●販売単価登録 

    ●販売単価一括登録 

    ●販売単価一覧 

    ●受注在庫引当状況照会 

    ●受注在庫引当状況明細 

    ●納期管理表発行 

        ●受注情報履歴ダウンロ－ド 
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受注登録受注登録受注登録受注登録 
得意先から注文書が送られてきたら受注登録します。 

受注登録の客先納期を登録する事により、自社での出荷予定日が輸送リ－ドタイムから 

自動設定されます。（輸送リ－ドタイムは得意先マスタに設定します） 

受注登録情報の各項目内容は、オンラインヘルプを参照下さい。 

 

 

※受注情報は一度登録すると受注情報は削除不可です。 

受注情報を無効にする場合は明細単位に「取消」で更新が必要です。 

※得意先コードはあらかじめ、マスタ管理メニューの得意先マスタ保守で登録しておく 

必要があります。 

       得意先に納品場所が複数ある場合は、納品先マスタを複数登録する事により 

       輸送リ－ドタイム、納品先住所を切り分ける事が可能です。 

※品目は得意先側の品目で登録します。自社品目で当システムを運用する場合は 

得意先品目変換テーブルを準備して登録する必要があります。 

自社品目に変換するか否かは得意先マスタ「得意先品目自動登録有無」で行います。 

 ０：自動登録しない 

品目マスタ、得意先別品目変換マスタの事前準備が必要です。 

 １：自動登録する 

品目マスタ、得意先別品目変換マスタがなければ、どちらのマスタも 

客先品目＝自社品目として自動作成をします。かつ 受注登録も自動作成します。 

※受注登録エラ－とならずに、受注品目の品目マスタのみ自動作成され 

構成情報などの情報は未作成になる等、運用を考慮する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

      ※受注登録を行なった場合には、受注情報の履歴デ－タが自動作成されますので 

       受注情報履歴ダウンロ－ド機能で受注情報の経緯が判ります。 

           （単価などの受注項目の変更は履歴対象になりません） 

 

得意先Ａ社 
部品表 

 

得意先 

品目 

変換 

ﾃｰﾌﾞﾙ 
受注品目で登録 

注文書 

受注登録 

受注ﾏｽﾀ 

自社品目で登録 

出荷管理 

売上管理 

生産計画 

ＭＲＰ 

購買管理 

内製管理 

在庫管理 
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     ※製番管理手配を行う場合は、受注登録前に製番台帳マスタに使用する製番を登録を行う必要 

     がありますが、製番を自動登録するか受注 NO を製番として使用する場合は 

     システムパラメ－タ「製番採番方式」を設定する事により受注登録時及び受注一括登録時に 

自動登録が可能です。 

      ０：自動採番しない 

      １：自動採番（「採番管理の SEIBN」で設定した接頭辞から連番取得） 

      ２：受注 NO を製番として使用（受注 NO はシステムが自動採番する NO） 

     但し、製番を業務で意味ありNOとして使用したい場合は製番台帳マスタに事前登録が必要です。 

     製番管理手配の詳細説明は第３章－０８｢製番手配 製番管理手配の対応手順｣を参照下さい。 

 

受注受注受注受注一括一括一括一括登録登録登録登録 
受注登録または受注変更には所定の CSV デ－タで一括登録を行なう方法があります。 

※所定の CSV デ－タを作成する EXCEL マクロを AToMsQubeAToMsQubeAToMsQubeAToMsQube は提供しています。 

オンラインヘルプからダウンロ－ドが出来ます。 
     ※ＣＳＶレイアウトはオンラインヘルプを参照下さい。 

 

 

受注受注受注受注一覧一覧一覧一覧 
受注状況を確認する場合や受注内容を変更する場合は受注一覧で行ないます。 

受注内容をＣＯＰＹして新規受注登録を行う事も可能です。 

受注内容変更には以下の種類がありますが、状況により変更可能条件があります。 

   ・納期変更 ：受注明細単位に変更します。 

   ・受注数変更：受注と受注明細を同時に変更します。明細数量合計と受注数が合う必要があります。 

   ・単価変更 ：受注単位に変更します。 

   ・オーダ取消：受注明細単位に受注ＳＴＳを取消にします。受注数を合わせる必要があります。 

       ※ただし、受注の進捗状況によって変更できない場合があります。 

        下記の表は、変更内容別に進捗状況によって変更が可能かどうかを表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  受注 STSの種類：”内示”、”注文”、”確定”、”完了”、”取消” （”内示”は未使用） 

   ※内示、注文はシステムパラメ－タにより出荷可否の設定があります。 

  出荷 STSの種類：”未出荷”、”一部出荷”、”完了” 

      ※出荷 STSは出荷処理によって自動設定されます。 

№ 変更内容 受注済 出荷指示済 一部出荷 全数出荷 売上済み 

１ 納期変更 OK OK OK NG NG 

２ 取消 OK OK OK 

 

NG NG 

３ 数量減数 OK OK 出荷数までの減数は、OK 

出荷数より小さい時、NG 

NG 

 

NG 

 

４ 数量増数 OK OK OK OK OK 

５ 単価変更 OK OK NG NG NG 
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    ※受注変更を行なった場合には、受注情報の履歴デ－タが自動作成されますので 

     受注情報履歴ダウンロ－ド機能で受注情報の経緯が判ります。 

 

受注見込受注見込受注見込受注見込登録登録登録登録 
得意先から送られてきた購買計画を元に受注見込登録します。 

     ※ＥＤＩ機能で取込みを行なう得意先の購買計画情報は、洗い替えで登録を行なう為 

      画面から登録した受注見込情報は無くなりますので注意が必要です。 

     ※受注見込登録を行なった場合には、受注見込情報の履歴デ－タが自動作成されますので 

      受注情報履歴ダウンロ－ド機能で受注見込情報の経緯が判ります。 
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受注受注受注受注見込一括見込一括見込一括見込一括登録登録登録登録 
受注登録と同様に所定の CSV デ－タで一括登録を行なう方法があります。 

※所定の CSV デ－タを作成する EXCEL マクロを AToMsQubeAToMsQubeAToMsQubeAToMsQube は提供しています。 

オンラインヘルプからダウンロ－ドが出来ます。 
     ※ＣＳＶレイアウトはオンラインヘルプを参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

受注受注受注受注見込一覧見込一覧見込一覧見込一覧 
受注見込状況を確認する場合や受注見込内容を変更する場合は受注見込一覧で行ないます。 

受注見込内容をＣＯＰＹして新規受注見込登録を行う事も可能です。 

   ※受注見込変更を行なった場合には、受注見込情報の履歴デ－タが自動作成されますので 

    受注情報履歴ダウンロ－ド機能で受注見込情報の経緯が判ります。 
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        得意先品目変換登録得意先品目変換登録得意先品目変換登録得意先品目変換登録    

    得意先からの受注品目を自社品目に変換を行ないたい場合に登録を行ないます。 

  受注情報の登録を行なう際に受注情報の｢得意先、受注品目、改訂｣単位に自社品目に変換します。 

※システムパラメ－タ｢自社品目管理可否｣が「０：自社品目管理不要」の場合は 

受注登録処理時に受注情報から当デ－タが自動登録されます。 

 
 

 

 

 

 

 

        得意先品目変換得意先品目変換得意先品目変換得意先品目変換一括一括一括一括登録登録登録登録    

  得意先品目変換登録を所定のＣＳＶデ－タで一括登録を行なう方法があります。 

   ※ＣＳＶデ－タレイアウトは、得意先品目一覧画面から出力されるＣＳＶデ－タが使用可能です。 

    ※ＣＳＶレイアウトはオンラインヘルプを参照下さい。 
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販売単価登録販売単価登録販売単価登録販売単価登録    

  得意先からの受注情報の受注単価（売値）を設定したい場合に登録を行ないます。 

  受注情報の登録を行なう際に受注情報の｢得意先、受注品目｣単位に、受注数が「受注数上限」以内 

 であれば、販売単価マスタの受注単価が自動的に設定されます。 

   ※受注登録画面から受注単価を設定すれば、そちらが優先されます。 

 
 

受注在庫引当状況照会受注在庫引当状況照会受注在庫引当状況照会受注在庫引当状況照会    

   指定した受注品目単位の時系列に受注明細情報、生産予定情報(作業指示デ－タ、プランデ－タ)、 

在庫推移数を表示します。 

    ※中間品などをサ－ビス品として受注情報を登録している場合は、在庫推移数の状況が 

     資源所要量計画の「引き当て状況照会」と結果が違ってくる場合があるので注意下さい。 

     例） 

 

 

              → 中間品Ｂをサ－ビス品として受注している場合に 

                中間品Ｂを指定するとＢの受注情報で在庫推移数の結果が表示される。 

                ＭＲＰでは製品Ａの必要数量及び中間品Ｂの受注情報から在庫推移の 

                結果が表示される。 

（中間品Ｂの総必要量としてはＭＲＰ引き当てが正しい内容） 

 

 
 

製品Ａ 

中間品Ｂ 

材料Ｃ 
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受注在庫引当状況明細受注在庫引当状況明細受注在庫引当状況明細受注在庫引当状況明細    

   指定した出荷予定日の範囲に該当する受注情報の受注品目単位の受注数、見込数、生産予定数、 

在庫推移数を日付別に一覧表で表示します。 

 
 
 
 
納期管理表発行納期管理表発行納期管理表発行納期管理表発行    

  指定した日付以降の受注情報及び受注見込情報を一覧表（ＰＤＦ）形式で表示します。 

 同様の内容でＥｘｃｅｌデ－タにも出力されます。 
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受注情報履歴受注情報履歴受注情報履歴受注情報履歴ダウンロダウンロダウンロダウンロ－－－－ドドドド 
受注登録・変更、受注見込登録・変更を行った場合の履歴情報をダウンロ－ドできます。 

※ダウンロ－ドデ－タの内容は受注明細内容又は受注見込み内容の変更後の最新内容が 

表示されます。（単価などの受注項目の変更は履歴対象になりません） 

 

 

 


